
　楠本政助（1930－2021）は、遺跡から出土する遺物の製作法や

使用法を実験によって確かめる「実験考古学」と呼ばれる考古学の

新分野を石巻を舞台に切り拓きました。

　楠本は、釣針など漁具に関わる考古学を志し、1955年には毛利総

七郎や遠藤源七が貝塚の調査研究を行う石巻へと拠点を移しました。

楠本は1956年に沼津貝塚の発掘調査に着手しました。1959年に

鹿の角を水につけながら削る方法を発見しました。楠本が行った

数々の実験に基く研究成果は初学者にもわかりやすく示され、主著

の『縄文人の知恵にいどむ』（1976年）は読書感想文の課題図書に

選定され、「縄文人の釣り針」は中学校の国語教科書にも掲載されま

した。

　本展では、2021年に他界された同氏の研究と石巻での足跡をた

どります。
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石巻市南境貝塚の調査

1958（昭和 33）年

　楠本の南境貝塚の発掘調査は、1958 年から 60 年に及び、

その後も 1966 年まで断続的に調査を行いました。この調査

で出土した釣針未製品から、その製作工程を明らかにしまし

た。また、骨角鏃と呼ばれていた道具は縄文中期にさかのぼ

る「古式離頭銛」であることを実験を通してはじめて実証し、

高く評価されました。
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製作した釣針の実験

1997（平成 9）年夏

楠本はどの種類の魚が何月ごろにどこで釣れるか、食いの良

いえさは何か、擬餌針として使えないかなど、釣針の機能と

魚種を確かめるため、幾度となく海に出かけました。
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